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背景：生産性が低い種であり、個
体数の減少についても、措置の有
効性についても、信頼できるデー
タが一般的に欠けています。ヒレ
や身肉への需要があります。 

背景：種ごとの動向に関するデータ
が乏しいものの、ハチワレ（オナガ
ザメの一種）は生産性が低い種であ
り、資源の減少が示唆されています。
ヒレや身肉への需要があります。 

背景：種ごとの動向に関するデータ
が乏しいものの、生産性が低く、個
体数の減少が示唆されています。中
国での鰓板の需要や地元での身肉の
需要があります。 

  
Carcharhinus falciformis  

  
Alopias spp. 

 
Mobula spp. 
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前回・第16回締約国会議では、商業漁業の対象種を含むサメ・エイ類が附属書  に掲載され、話題になりました。
今回も数種のサメ・エイ類について、それぞれ20カ国以上の国による共同提案が提出されています。 

ポタモトリゴン・モトロ（淡水エイの一種）
Potamotrygon motoro 
 

プテラポゴン・カウデルニィー（テンジクダイ科）
Pterapogon kauderni 
 

ホラカントゥス属（キンチャクダイ科）の魚
Holacanthus clarionensis 
 

オウムガイ科 Nautilidae 全種 

Antipatharia 
Coralliidae

附属書  及び  に掲載されている宝石サンゴ：ツノサン
ゴ目およびサンゴ科に属するクロ、アカ、モモイロサンゴ
類の保全状況や管理措置（ワシントン条約の各附属書）の
有効性の再評価の実施が提案されています。決定の採択に
向けた議論が行われます。（提案国：米国） 

   

CCoP17特集ページ→→http://www.trafficj.org/cites--cop17.html  問い合わせ：TTEASjapan@traffic.org     2016.9.14  

Anguilla spp
ヨーロッパウナギの附属書  への掲載以降、ウナ
ギ属の種の漁獲・取引にどのような変化があり、
ウナギ属の保全にはどのような措置が求められる
のか、ということに関する調査の実施が提案され
ています。決定の採択に向けた議論が行われます。
（提案国：EU） 
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そのほか、チョウザ
メ：附属書 、 
ナポレオンフィッシュ
（メガネモチノウ
オ）：附属書 、トト
アバ：附属書 、ピン
グガイ：附属書  に関
する議論も行われる予
定です。  

  

 
 

 
 

 
 

 
 

プテラポゴン・カウデルニィー 

 


